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本資料は、1983（昭和58）年に開発された純国産の1軸式開放型ガスタービン
AT900形機関の試作機のカットモデルである。AT900は英NPT社から技術導入して
開発しつつあったAT600型と並行して独自に開発したものである。当初より非常
用発電機の動力源に特化して開発したため、すべり軸受でなくころがり軸受を採
用し、停電後40秒以内に給電しなければならないという条件を容易にした。ま
た、一方の軸受の位置を変えることにより、プライミングを不要とすることにも
成功した。本機関は1段遠心式圧縮機、2段軸流タービンからなり、1段遠心式圧
縮機は、圧縮比8.2、断熱効率78.2％と、当時としては世界最高レベルの性能を
達成した。大容量、軽量、コンパクトな発電装置として民生用ガスタービンの普
及に貢献し、現在まで1000台以上が生産された。世界的に見て非常用発電機とい
う考え方がなかった当時、それを確立したものとして意義深いものである。
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